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法 医 学 講 座

教　授：岩楯　公晴 法医病理学
講　師：福井　謙二 DNA 分析
講　師：前橋　恭子 法中毒学

教育・研究概要
Ⅰ．法医病理学
１． 浴槽内死亡例におけるアクロレインと各マー

カー値
本邦では浴槽内での死亡例が多く，その一因は一

過性脳虚血発作が関与しているという説がある。脳
梗塞患者で上昇すると言われている血漿中蛋白質抱
合アクロレイン（PC‒Acro）やポリアミンオキシ
ダーゼ（SMO，AcPAO 等）や他のマーカーを，当
講座剖検例のうち浴槽内死亡例（n＝10）と対照群
で測定した。分析の結果，両群間で各値に有意差は
なかった。浴槽内死亡の機序に脳虚血は関与しない
という以外に，症例数が少ない，死後変化による増
減の可能性がある等の理由で有意差が生じなかった
可能性があるため，症例数を増やし，死後経過時間
と各値の変移を検討する必要がある。

Ⅱ．DNA分析
１．DNA 分析による戦没者遺骨の身元特定
厚生労働省の戦没者遺骨返還事業として，旧ソビ

エト連邦地域および南方地域で収集された戦没者の
遺骨の身元特定を DNA 鑑定で行った。核 DNA の
Short tandem repeat，およびミトコンドリア DNA
の Hypervariable region の SNPs を遺伝マーカーと
して使用した。
２． X 染色体 Short tandem repeat（X‒STR）の

検出と解析
親族鑑定に有用とされる X‒STR を用いた DNA

型鑑定の Locus 選択性を拡大させるため，新たな
４塩基 X‒STR の検出を行った。検出された X‒
STR の配列構造を解析し，個体群での Allele（対
立遺伝子）の出現頻度を調査することで，個人識別
に適応可能であるかを統計学的数値から検討した。
また検出した X‒STR locus を INSD（the Interna-
tional Nucleotide Sequence Databases：国際塩基配
列データベース）へ登録し，近接した領域内におい
ての X‒STR locus を検出するとともに，その連鎖
した関係性の調査を行った。

Ⅲ．法医中毒学
１．薬毒物中毒あるいは薬毒物の摂取が考えられ

る剖検例について，試料（血液，尿，胃内容，諸臓
器など）を採取し，アルコール，医薬品（催眠薬・
精神安定薬），ドラッグ類（覚醒剤・麻薬），一酸化
炭素，青酸化合物，硫化水素，農薬などの薬毒物の
定性・定量分析を GC，GC/MS，LC/MS/MS およ
び分光光度計などを利用して行った。

さらに，薬物分析の品質管理のため，他大学と共
同で，年に２回，ブラインドテストを行った。
２．剖検例 158 例について，薬物スクリーニング

分析を実施したところ，致死域に相当するカフェイ
ンが検出された事例が３例あった。また，中毒域以
上のカフェインが検出された事例は 14 例であった。
そのうちの１例は多剤服用による薬物中毒であった
ものの，他の 13 例は，薬物やカフェイン錠剤や多
量のエナジードリンクを摂取した形跡などは認めら
れなかった。死亡者の状況や環境から，日常での嗜
好品の摂取によるものと推測され，カフェインが死
因に直接結びついたものはなかった。
３．２次元ガスクロマトグラフ飛行時間型質量分

析装置（GCxGC‒TOFMS）を用いた解剖室内臭気
の微量分析を行った。

Ⅳ．放射性炭素分析
１．生年推定法の確立
歯牙の放射性炭素（14C）レベルの分析から，生

年を推定する方法を検討した。本法を法医学実務に
応用するため，分析に必要なエナメル質および象牙
質の下限量を検討した。

「点検・評価」
１．教育について
コース社会医学Ⅰの講義，実習，演習の他，コー

ス臨床基礎医学（創傷学，中毒学）の講義を担当し，
３年生の医学英語専門文献抄読と研究室配属で学生
を受け入れた .
２．研究について
従来の研究を継続するとともに，新たなテーマに

も着手し，少しずつ成果が現れてきている。
３．実務について
第三病院の解剖室が新築され２年目となり，法医

解剖件数はさらに増加傾向にある。今年度より警視
庁日野警察署管内の死体検案業務も開始した。その
他，厚生労働省の戦没者遺骨返還事業や，警察庁の
法医専門研究科研修（検視官育成のためのプログラ
ム），東京都および医師会主催の多摩地域の検案業
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務サポート事業への協力なども行い，社会貢献の一
助を担っている。
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